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演題名 退院支援看護計画の立案率向上

施設名 竹川病院
(ふりがな)

発表者（職種） 藤岡
ふじおか

　和子
かずこ

　（看護師）

改善の指標と
その目標値

（指   標）　入院から1 間以内の退院支援に関連した看護計画の立案率

（目標値）　全病棟0％から100％にする

(ふりがな)

チーム名 上手
じょうず

に退院支援
たいいんしえん

したいん？

分類 ⑤質管理システムの構築をめざすもの

取り組種別 問題解決型

改善しようとした
問題課題

当院の看護師の志望動機で最も多いものは、「退院支援に関わりたい」である。入職後に実践に至っていない
原因は、退院支援に関する知識不足か実践を妨げる要因があるのかを明らかにする。

実施した対策

・看護師を対象とした社会福祉士による介護保険と退院支援に必要な社会 源・制度についてと退院支援に
長年携わった看護部長による退院支援についての勉強会を行った。
・退院支援フローを作成した。入院時・カンファレンス時に退院支援フローを活用するように周知を行った。
・退院支援に関連した標準看護計画を新たに13項目作成し、電子カルテに追加した。

改善指標の
対策実施
前後の変化

（実施前）　入院から1 間以内の退院支援に関連した看護計画の立案率：全病棟0％

（実施後）　入院から1 間以内の退院支援に関連した看護計画の立案率：全病棟100％

歯止めと
標準化

退院支援フローの使用方法や更新時期についてマニュアルを作成した。チームリーダーが 月2回退院支援
フローを活用できているか点検する仕組みを作った。継続して教育を行えるように新採用時等年2回の継続教
育を計画した。

活動の種類
※複数選択可

①職場単位の活動

チーム
メンバー
（職種）

②複数の職場が連携した活動 立石　由紀子 看護師

③テーマに合わせて形成したチーム活動 田中　優子 看護師

森高　芳美 看護師

藤岡　和子 看護師

活動の場
※複数選択可

①診療部門 澤田　紗野香 看護師

②支援部門 武井　瑞穂 社会福祉士

③管理部門 山﨑　康太郎 医師

畑中　晃子 看護師

活動期間 2021年6月3日　～　12月2日

リーダー名
（職種）

立石　由紀子　（看護師）

活動回数 17 回



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

特性は退院支援の看護計画の立案ができていないとした。要因は、教育・管理・情報・専門性とした。分析の結果、「社会資源

や制度について知識不足」、「管理者がカンファレンスに参加できていない」、「電子カルテに退院支援の進捗が分かる記録

が一か所にまとまっていない」、「管理者が退院支援の計画がないことを問題視出来ていない」、「退院支援のマニュアル・

ルールがない」、「退院支援はMSWに任せきり」が上がった。さらに真の要因を分析した。(看護研究アンケート使用）その結

果、すべてを真の要因とした。



【対策の立案と実施】



【効果の確認】

退院支援は、多職種で連携して実施されるものであるが、退院支

援看護計画の立案に照準を絞ったため、看護部内の問題点だけ

で現状分析を実施してしまった。多職種全体での現状分析を実

施し、退院支援に纏わる問題点を明確にしアプローチを継続して

いきたい。また、管理職だけでなくスタッフも巻き込んで活動を実

践することが、必要であった。今後は、サブリーダーを担える看護

師の育成にも力を入れて活動を継続していきたい。




